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完成した馬越ん子閉校記念誌 

発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話 0996－４４－２７７３ 

会長 末弘義武     主事 久永行雄   職員 萩元達治 

大馬越小学校閉校記念事業実行委員会解散式 

に 伴 う 功 労 者 へ 感 謝 状 贈 呈 

約
一
年
掛
け
て
大
馬
越
小
学
校
閉
校

記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
、
記
念
誌
及
び

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
、
記
念
誌
に
つ
き
ま
し

て
は
、
七
月
一
日
付
け
で
五
千
円
以
上
の

御
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
方
々
に
発
送
を

終
え
、
六
月
三
十
日
時
点
で
監
査
を
受

け
、
一
段
落
し
ま
し
た
の
で
こ
の
閉
校
記

念
事
業
実
行
委
員
会
は
解
散
い
た
し
ま

し
た
。
上
の
写
真
は
、
解
散
式
に
あ
た
り
、

功
労
の
あ
っ
た
十
一
名
に
対
し
、
感
謝
状

の
贈
呈
を
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
今
後
の
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
注

文
等
が
引
続
き
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局

は
コ
ミ
セ
ン
内
に
残
す
こ
と
に
し
て
あ

り
ま
す
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実行委員長 水流信雄氏      副実行委員長 折田政行氏     副実行委員長 末弘義武氏 

 

 

 

 

 

 

 

副実行委員長 竹下浩志氏     記念誌作成部会長今藤吉一氏    記念式典部会長 豊田秀和氏  

                     (代理受領) 

 

 

 

 

 

 

記念事業部会長 谷口熊太郎氏    書体依頼者 松下純一氏      実行委員会書記 猪俣雅士氏 

 (代理受領)         (記念碑・孟宗竹書体依頼) 

 

 

 

 

 

 

実行委員会書記 久永行雄氏    実行委員会会計庶務 上野孔子氏   参加者全員にてバンザイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０年６月３０日(土)午後６時から大馬越地区コミュニティセンターに於いて、大馬越小学

校閉校記念事業解散式が行われました。当日は、これまでご苦労された実行委員及び各部会に

所属された部員総勢５２名の参加を頂きまして、この一年間の取り組みの実績報告及び収支

決算報告等を行い、最後に功労者１１名に感謝状の贈呈をいたしました。受賞者の１１名の方

には、大変ご苦労様でありました。衷心よりお礼申しあげます。 

本来なら、部会員全員に御渡ししなければならないものでありますが、予算の関係上、上記

の方々に絞らせて頂きましたので、ご理解の程をお願いいたします。 

乾杯の後は、各部員から思い出話や、苦労したこと、楽しかったこと、酒が入ってからは、踊

りに、カラオケ等当時を思い出していただき、素晴らしい解散式となりました。 

最後までご支援、ご協力感謝申しあげます。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２枚組み 専用のケースに入っています。 

大
馬
越
小
学
校
卒
業
式
・
閉
校
記
念
式
典
・
記
念
碑
除

幕
式
・
惜
別
の
会
の
撮
影
を
、
プ
ロ
の
ビ
デ
ォ
会
社
に
依

頼
し
て
お
り
ま
し
た
、
完
成
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

映
像
は
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
と
な

っ
て
お
り
二
枚
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
二
枚
併
せ
て

四
時
間
分
の
収
録
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
販
売
に
つ
き

ま
し
て
は
、
別
途
自
治
会
回
覧
に
て
文
書
で
注
文
を
取
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
種
類
が
二
種
類
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー
レ
イ
用(

二
千

五
百
円)

と
普
通
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ(

二
千
円)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

卒業式・閉校記念式典・記念碑除幕式及び惜別の会 DVD注文について 

待
望
の
閉
校
記
念
誌
発
刊 

大
馬
越
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
記
念
誌
作

成
部
会
が
中
心
と
な
り
写
真
収
集
・
同
窓
会

名
簿
集
め
・
校
正
等
最
後
ま
で
、
地
味
な
業
務

で
あ
り
ま
し
た
。
発
刊
ま
で
何
回
と
な
く
校

正
を
行
い
完
成
し
た
記
念
誌
、
全
国
の
皆
さ

ん
か
ら
と
て
も
良
い
記
念
誌
が
出
来
ま
し
た

ね
と
か
、
随
分
昔
の
写
真
良
く
あ
り
ま
し
た

ね
と
か
、
発
送
し
て
か
ら
多
く
の
お
礼
の
電

話
や
お
礼
状
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 た

だ
、
中
に
は
年
度
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て

卒
業
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
か
の
連

絡
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
に
は
、
事

務
局
で
理
由
を
電
話
で
説
明
し
、
納
得
を
頂

い
て
い
る
現
状
で
す
。 

こ
れ
ま
で
記
念
誌
の
別
途
注
文
も
あ
り
、

今
後
も
増
え
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

注
文
さ
れ
る
方
は
、
一
冊
二
千
円
で
大
馬

越
地
区
コ
ミ
セ
ン
事
務
局
に
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
問
合
せ
先 

〇
九
九
六-

四
四-
二
七
七
三 

「
お
詫
び
」 

こ
の
大
馬
越
小
学
校
閉
校
記
念
誌
発
刊
に

あ
た
り
、
校
正
箇
所
が
四
箇
所
あ
り
ま
し
た

の
で
、
追
加
注
文
さ
れ
る
方
に
は
、
正
誤
表
を

つ
け
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出発の申告者 浦橋好三隊員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薩
摩
川
内
市
内
ポ
イ
捨
て
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
市
内
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
地
区

コ
ミ
に
於
い
て
は
七
月
五
日

(

木)

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
青

少
年
環
境
地
域
づ
く
り
部
会
員

を
中
心
と
し
た
十
名
と
宍
野
・

谷
口
両
環
境
美
化
推
進
委
員

で
、
国
道
三
二
八
号
線
コ
ミ
セ

ン
入
口
付
近
に
て
、「
捨
て
な
い

で 

ゴ
ミ
・
空
き
缶 

ポ
イ
捨

て
禁
止
」
の
ぼ
り
旗
十
本
を
朝

の
通
勤
車
両
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

当
日
は
早
朝
の
時
間
帯
で
あ

り
、
通
勤
車
両
は
相
当
な
車
の

台
数
で
あ
り
ま
し
た
。
時
に
は

こ
の
の
ぼ
り
旗
に
気
づ
い
て
頂

き
、
頷
い
て
く
れ
る
方
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境
美
化
推

進
委
員
か
ら
大
馬
越
地
区
内
の

ポ
イ
捨
て
の
現
状
報
告
を
頂
き

ま
し
た
。
弁
当
空
や
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
が
国
道
に
於
い
て
は

依
然
と
し
て
多
い
と
の
事
で
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

入
来
地
域
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

に
よ
る
合
同
出
発
式
が
、
本
年
度
も
夏

休
み
に
入
る
、
七
月
二
十
日(

金)

早
朝

七
時
か
ら
入
来
支
所
職
員
駐
車
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
入
来
地

域
各
地
区
コ
ミ
か
ら
四
十
一
台
の
青

パ
ト
車
両
と
、
各
地
区
コ
ミ
会
長
・
薩

摩
川
内
警
察
署
長
他
三
名
及
び
各
地

区
コ
ミ
主
事
の
参
加
を
得
て
防
犯
意

識
の
高
揚
と
地
域
の
安
心
安
全
を
第

一
に
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 こ

の
入
来
地
域
の
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
は
、
旧
四
町
の
中
で
は
、
も
っ
と

も
隊
員
が
多
く
薩
摩
川
内
警
察
署
長

も
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
道
な
活
動
が
あ

っ
て
こ
そ
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
と
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
大
馬
越
地
区
に
お
い
て
は
、

八
月
か
ら
新
規
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

員
と
し
て
コ
ミ
協
職
員
の
萩
元
達
治

氏
が
講
習
会
を
受
け
加
入
し
て
頂
き

ま
し
た
。
当
地
区
コ
ミ
の
台
数
は
八
月

一
日
現
在
で
十
四
台
と
な
り
、
地
域
内

で
は
も
っ
と
も
多
い
台
数
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
の
防
犯
活

動
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 



福寿会 

女性部活動紹介 

 

 

 

                 一日さのぼい研修は、最高の思い出となりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「写真左上コミセン広場下にプランター設置」   垂水物産館先の足湯で旅の疲れを癒す福寿会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六
月
二
九
日(

金)

大
馬
越
地
区
福
寿
会
女
性

部
で
さ
な
ぼ
い
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
今

回
は
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
バ
ス

を
活
用
し
、
桜
島
か
ら
垂
水
を
経
由
し
て
蒲
生

を
回
る
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。
行
程
の
最
初

は
桜
島
フ
ェ
リ
ー
近
く
の
石
橋
記
念
公
園
・
記

念
館
の
見
学
平
成
五
年
八
月
六
日(

八
六
水
害)

の
集
中
豪
雨
で
武
之
橋
と
新
上
橋
が
流
出
し
、

か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
玉
江
橋
・
西
田
橋
・
高
麗

橋
は
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
公
園
に
は
西
田

橋
が
当
時
の
ま
ま
を
復
元
し
て
移
転
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
次
に
桜
島
観
光
は
、「
よ
り
み
ち
ク

ル
ー
ズ
」
を
利
用
し
穏
や
か
な
錦
港
湾
か
ら
鹿

児
島
市
街
地
を
眺
め
な
が
ら
の
船
旅
を
味
わ
い

な
が
ら
五
十
分
の
コ
ー
ス
で
桜
島
港
へ
着
き
、

国
民
宿
舎
レ
イ
ン
ボ
ー
で
昼
食
の
海
鮮
丼
と
て

も
美
味
し
い
で
し
た
よ
。
満
腹
に
な
っ
た
後
、

赤
水
展
望
台
へ
と
バ
ス
は
走
り
、
こ
こ
に
は
、

長
淵
剛
の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
記
念

し
て
造
ら
れ
た
巨
大
な
る
モ
ニ
メ
ン
ト
叫
び
で

の
肖
像
が
あ
り
、
溶
岩
を
五
ｔ
使
用
し
た
肖
像

に
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
溶
岩
道
路
を
走
り

な
が
ら
垂
水
物
産
館
へ
到
着
。
皆
さ
ん
こ
の
館

で
お
土
産
を
両
手
に
持
ち
な
が
ら
六
十
ｍ
先
の 

足
湯
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
、
全
員
で
記
念
撮
影 

  

さ
な
ぼ
い
一
日
研
修 

食

育

・

地

産

地

消

体

験

教

室 

が

大

馬

越

地

区

に

て

開

催 

 

八
月
四
日(

土)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
十

二
時
の
間
に
、
ゴ
ー
ヤ
収
穫
体
験(

上
野
良
和

宅
ゴ
ー
ヤ
畑)

に
て
、
収
穫
し
た
ゴ
ー
ヤ
を
、

大
馬
越
地
区
コ
ミ
セ
ン
加
工
室
で
、
料
理
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
料
理
は
、
ゴ
ー
ヤ
の
カ

リ
ン
ト
ウ
・
甘
酢
漬
・
佃
煮
及
び
ゴ
ー
ヤ
の
ジ

ュ
ー
ス
等
に
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
会
員
が
指

導
し
な
が
ら
の
教
室
と
な
り
ま
す
。
現
在
参

加
者
募
集
は
市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
願
い

し
、
夏
休
み
の
期
間
中
親
子
で
参
加
者
を
募

集
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
定
員
は
、

二
十
名
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

薩
摩
川
内
市
役
所 

農
政
課
企
画
総
務G

(

電

話
二
十
三-

五
一
一
一)

に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
定
員
に
達

し
次
第
申
込
は
終
了
い
た
し
ま
す
。 

久しぶりの小雨のけむる桜島 

 友らと共により道クルーズ 松尾班古川メイ子 作 

二
年
後
の
「
燃
え
る

感
動
鹿
児
島
国
体
」

開
催
に
向
け
て
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動 

苗
植
栽
し
ま
た 

記事提供 福寿会女性部より 



大馬越地区長野長寿会サロン活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   長野長寿会サロン会員による七夕作り 

    「長野自治公民館にて」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の大馬越分団消防詰所 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧大馬越小学校長跡地に新たに詰所設置予定 

長
野
長
寿
会
が
、
七
月
十
八
日(

水)

二
十
名
の
参
加
を
得
て
、

七
夕
作
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

サ
ロ
ン
会
員
は
自
治
公
民
館
に
集
ま
り
、
最
初
に
浦
橋
会
長
か

ら
世
間
の
出
来
事
を
報
告
さ
れ
た
後
に
、
七
夕
作
り
が
あ
り
ま

し
た
。
一
人
一
人
色
紙
に
願
い
事
を
記
載
さ
れ
、
竹
笹
に
結
ん

で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
晴
天
が
多
く
、
七
夕
も
長
い

間
見
ら
れ
ま
す
と
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
長
野
長
寿

会
は
ゴ
ー
ル
ド
集
落
に
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ま

だ
ま
だ
元
気
で
色
々
な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
頼
も
し
い
長
寿
会

で
あ
り
ま
す
。
九
月
は
楽
し
み
の
敬
老
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

旧
大
馬
越
小
学
校
体
育
館
横
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
、
薩
摩
川
内
市
消

防
団
大
馬
越
分
団
大
馬
越
部
の
詰
所

が
、
長
い
間
こ
の
地
で
消
防
団
活
動

と
し
て
の
拠
点
で
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
三
十
年
度
基
本
設
計
、
平
成
三

十
一
年
度
に
、
新
た
な
場
所
と
し
て
、

旧
大
馬
越
小
学
校
長
住
宅
跡
地
に
新

設
さ
れ
る
こ
と
が
、
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
詰
所
は
、
裏
山
が

災
害
土
砂
危
険
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
場
所
に
再
建
で
き
な
い

た
め
、
災
害
時
の
資
材
置
き
場
と
し 

て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

旧
大
馬
越
小
学
校
長
住
宅
は
解

体
さ
れ
、
新
築
の
詰
所
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
消

防
局
と
大
馬
越
分
団
幹
部
と
の

土
地
取
得
の
た
め
の
調
整
を
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
土
地
が
市

所
有
と
い
う
条
件
も
あ
り
こ
こ

に
決
定
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
完
成
し
た
ら

こ
れ
ま
で
以
上
の
消
防
団
に
対

す
る
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
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8月開催主なコミ協からのお知らせ 
 

今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿) 

 
 
 

限
り
な
く
太
平
洋
に
弧
を
描
く 

 
 
 

 
 

 
水
平
線
に
わ
れ
鳥
と
な
り 

松
下 

睦
子(

山
下
自
治
会) 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇食育・地産地消体験教室 

 開催日 平成 30年 8 月 4日(土) 午前８時３０分から 

 場 所 上野良和宅ゴーヤ畑。コミセン加工室 

 出席者 先着順申込者 

 

 

◇自治活動健康福祉部会開催 

 開催日 平成 30年 8 月 10 日(金)午後７時から 

 場 所 コミセン会議室 

 出席者 自治活動健康福祉部会員全員 

 

 

◇あいさつ運動(敬称略) 

 日 程 ８月は、夏休みのためありません 

 

 

 

 

  

 

 

 

◇第１回旧大馬越小学校校庭他除草作業 

 開催日 平成 30年 8 月 5日(日)午後５時から 

 場 所 旧大馬越小学校校庭・中庭他 

 出席者 各自治会長から依頼のあった方 

 

 

 

 

◇大馬越地区コミ第２回運営委員会開催 

 開催日 平成 30年 8 月 7日(火)午後７時から 

 場 所 コミセン会議室 

 出席者 運営委員会員 

 

 

◇先進地研修視察 

 開催日 平成 30年 8 月２3日(木)午前 6時５０分集合 

 集合場所コミセン駐車場  研修地 鹿屋市社会福祉協議会 

 参加者 コミ協運営委員・自治活動健康福祉部会員全員 

 

 

 

◇入来夏祭り開催 

開催日 平成 30 年 8月 25日(土)午後 6時から 

場 所 入来総合グランド 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

心に染みる音色 神宮司夫妻様よりコミセンにスズムシを寄贈 

夏から秋にかけ一生懸命に奏で、鈴虫の音色はいつの時代になって

も、心に染みわたります。今年も神宮司夫妻よりお届け頂きました。 

昭和 59 年から飼育を始めて、入来館内の 15 施設等に配布され、遠

いところは、大阪まで送られたとのことであります。専用の箱で、餌ま

でついており本当に有り難うございます。事務局といたしましても管

理をしっかりとして、来館者に喜んでもらえるよう飼育いたします。 

 



 

 

日 
曜

日 
時間 行      事 日 曜日 時間 行      事 

１ 水   16 木  中山地区可燃ごみ 

2 木 
  

17 金 
 大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 

3 金 

 

 

13:30 

大馬越地区可燃ごみ 

大馬越地区資源ごみ 

さわやか体操クラブ 

18 土 

14:50 JAさつま移動販売 

4 土 
8:30 

14:50 

食育・地産池消体験教室 

JAさつま移動販売 
19 日 

  

5 日 
17:00 旧大馬越小学校校庭他 

除草作業 
20 月 

 

13:30 

中山地区可燃ごみ 

生命の体操 

6 月 

 

 

13:30 

16:30 

中山地区可燃ごみ 

中山地区不燃ゴミ 

生命の体操 

星空物語要員説明会 

21 火 

 

10:00 

大馬越地区可燃ごみ 

まえごち短歌会 

7 火 
 

19:00 

大馬越地区可燃ごみ 

コミ協運営委員会 
22 水 

  

8 水 
15:00 コミ主事連絡会議 

23 木 
 

6:50 

中山地区可燃ごみ 

コミ協先進地研修視察 

9 木 
 中山地区可燃ごみ 

24 金  
大馬越地区可燃ごみ 

中山地区資源ごみ 

10 金 

 

 

19:00 

大馬越地区可燃ごみ 

中山地区資源ごみ 

自治活動健康福祉部会 

25 土 

14:50 

16:00 

JAさつま移動販売 

入来夏祭り 

11 土 
12:00 

14:50 

入来八重山高原星物語 

JAさつま移動販売 
26 日 

9:30 元村諏訪神社奉納踊り 

(山下太鼓踊り出演) 

12 日 8:00 粗大ゴミ搬入 27 月 

 

 

13:30 

中山地区可燃ごみ 

大馬越地区不燃ごみ 

生命の体操 

13 月 
 

13:30 

中山地区可燃ごみ 

生命の体操 
28 火 

 

9:30 

大馬越地区可燃ごみ 

大正琴 

14 火  大馬越地区可燃ごみ 29 水   

15 水   30 木  中山地区可燃ごみ 

  
  

31 金 
 

13:30 

大馬越地区可燃ごみ 

さわやか体操クラブ 

※編集後記 今年は、梅雨明けから猛暑日の連続であります。特に日中の作業につきましては、 

 水分補給をしながら、家の中ではエアコンや扇風機を利用して熱中症対策に万全に努めてく

ださい。 

大馬越地区コミュニティ協議会 8月のカレンダー 
 


